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要   旨：   オリーブ(Oleae europaea)のパルプ中でタンパク質は少量の区分を構成する。

油の安定性およびオリーブのアレルギー性においてその役割が示唆されるにもか

かわらず、わずかしか研究されなかった。 
 

ドデシル硫酸ナトリウム－ポリアクリルアミド ゲル電気泳動(SDS-PAGE)で
抽出したパルプタンパク質の分析で 24kDaに大きなバンドが示され、ゲル中での
トリプシン消化に供した。 

MALDI－TOF MSおよびナノ LC-MS/MSでペプチド抽出物を分析した。 
各種検索エンジンの使用で多くのフラグメントスペクトルのペプチド配列への

割当を可能として、タウマチン類似タンパク質の大バンドおよび他の低量タンパ

ク質〔干ばつ誘導性 SDi-6類似タンパク質、アシルキャリアタンパク質、Cu/Zn
およびMnスーパーオキソドディスムターゼ、熱ショックタンパク質、およびATP
依存性プロテアーゼのサブユニット〕を確認した。 

 
多くの生成スペクトルがデータベース調査とよく合わないのは、タンパク質デ

ータベースでオリーブ由来が珍しいためである。 
それにもかかわらず、多数のスペクトルがペプチドに対応し、それは配列決定

した他の生物と高度の相同性を示した。 
これらの結果から、オリーブパルプタンパク質の特性解析で、MS/MSスペクト
ルによるデータベース調査が有望な方法を構成すると証明された。 
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